
３
平平成成
２２８８年年

２０１２０１６６

No.７９No.７９４４

本市の人口と世帯数（２８年１月３１日現在）
人口　１１万４８６４人（男性５万４５１７人、女性６万３４７人）

世帯数　５万２５９世帯
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今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな内内内内内内内内内内今月の主な内容容容容容容容容容容容

各種団体と災害時の応援協定を締結

無料ごみシールを配布します

市民アンケート調査結果

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

１月１７日、各市立小・中学校などで、市総合防災訓練が実施されました。 　　　　　　 ※関連記事１４ページ

富田林小学校での救助訓練の様富田林小学校での救助訓練の様子子
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近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な

復
旧
復
興
や
被
災
者
支
援
を
す

る
た
め
、
各
種
団
体
と
災
害
時

の
応
援
協
定
を
積
極
的
に
結
ん

で
い
ま
す
。

　
　
年
度
中
に
締
結
し
た
協
定

２７
は
右
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
今
年
は
未
曾
有
の
大
災
害
と

言
わ
れ
る
阪
神
淡
路
大
震
災
か

ら
　
年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

２１
５
年
が
経
過
し
ま
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
大
規
模
災
害
の
教
訓

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
防
災
意

識
を
持
ち
続
け
る
と
と
も
に
、

災
害
に
対
す
る
備
え
を
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
本
市
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
な
ど
を
中
心
に
防
災
無
線

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
風
水
害
な
ど

に
よ
り
土
砂
災
害
な
ど
の
発
生

の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と
き
、

避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
を
い
ち

早
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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本
市
で
は
、
今
後
も
各
種
団

体
と
の
協
定
締
結
を
推
進
し
、
大

規
模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

各
種
団
体
と
災
害
時
の

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
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災
害
時
に
お
け
る
復
旧
復
興
・
支
援
体
制
を
確
保
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

定
期
放
送
を
実
施
し
て
い

ま
す

　
防
災
無
線
を
活
用
し
、
災
害

発
生
時
に
備
え
た
平
常
時
の
放

送
点
検
と
、
子
ど
も
た
ち
に
帰

宅
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
定
期

放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き
・
内
容

■
毎
日
、
午
後
６
時
（
　
月
～

１０

翌
年
２
月
ま
で
は
午
後
５
時
）、

童
謡
「
夕
焼
け
小
焼
け
」（
メ
ロ

デ
ィ
の
み
）

防
災
啓
発
放
送
を
実
施
し

ま
す

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

５
年
と
な
る
３
月
　
日

、
午

１１

後
２
時
　
分
ご
ろ
に
防
災
啓
発

４６

放
送
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
啓
発
放
送
の

後
、
火
災
発
生
時
の
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
テ
ス
ト
も
実
施
し
ま
す
。

防
災
情
報
音
声
案
内
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◇
防
災
情
報
音
声
案
内
サ
ー
ビ

ス
〔

０
８
０
０
（
８
０
５
）

５
６
５
３
〕

　
同
音
声
案
内
サ
ー
ビ
ス
は
、

防
災
無
線
か
ら
放
送
し
て
い
る

防
災
情
報
に
つ
い
て
、
放
送
内

容
を
電
話
で
確
認
で
き
る
も
の

で
す
。

　
防
災
無
線
の
放
送
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

低
所
得
の
高
齢
者
を
対
象
に

が
支
給
さ
れ
ま
す
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「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現

に
向
け
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ

る
景
気
回
復
や
賃
金
引
き
上
げ

の
恩
恵
を
受
け
に
く
い
高
齢
者

世
帯
を
支
援
し
、　

年
前
半
の

２８

個
人
消
費
の
下
支
え
と
な
る
よ

う
低
所
得
の
高
齢
者
に
対
し
て

「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
要
件
を
満
た
す
人
が
支

給
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
制
度
の
詳
細
や
申

請
の
受
け
付
け
期
間
な
ど
に
つ

い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
広
報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　
給
付
金
の
支
給
手
続
き
で
、

市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
が
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）

を
利
用
す
る
よ
う
指
示
し
た

り
、
預
（
貯
）
金
口
座
の
暗
証

番
号
を
聞
き
出
し
た
り
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
市
役

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
2
8
８
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

３月11日、午後２時46分ごろに

防災啓発放送と火災発生時のサイレン

 吹 
すい

 鳴 テストを実施します
めい
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◆
登
録
申
し
出
に
当
た
っ
て

の
注
意

　「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
発
生
時
な
ど
に
避
難
支
援
者

か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
る
可
能

性
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
避
難

支
援
者
自
身
や
家
族
な
ど
の
安

全
が
前
提
の
た
め
、
災
害
発
生

時
な
ど
に
必
ず
支
援
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災
害

発
生
時
な
ど
に
お
け
る
避
難
支

援
は
、
地
域
の
支
援
者
の
善
意

に
よ
る
地
域
活
動
と
し
て
可
能

な
範
囲
で
支
援
す
る
も
の
で
、

法
的
な
責
任
や
義
務
を
負
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
2
8
2
）

　
本
市
で
は
、
　

年
３
月
に

２３

「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
災
害
時
の
支

援
体
制
や
地
域
支
援
組
織
の
組

織
化
な
ど
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
　
そ
の
よ
う
な
中
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
災
害
を
教
訓
と
し

て
、
　

年
６
月
に
災
害
対
策
基

２５

本
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
新
た

に
「
避
難
行
動
要
支
援
者
（
災

害
発
生
時
、
ま
た
は
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
）
」
に
係
る
名
簿
の
作
成
を

市
町
村
に
義
務
付
け
る
な
ど
、

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
対
策

強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
市
に

お
い
て
も
、
災
害
時
に
避
難
行

動
要
支
援
者
に
対
し
て
よ
り
適

切
な
避
難
支
援
が
で
き
る
よ
う

　
年
３
月
に
、「
災
害
時
要
援
護

２８者
支
援
プ
ラ
ン
」
を
「
避
難
行

動
要
支
援
者
支
援
プ
ラ
ン
」
に

改
訂
し
ま
す
。

◆
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援

プ
ラ
ン
と
は

　「
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援

プ
ラ
ン
」
で
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
地
域
の
住
民
同
士
が
助
け

合
う
「
共
助
」
に
よ
る
 絆
 の
強

き
ず
な

い
地
域
づ
く
り
を
は
じ
め
、
市

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
災
害

時
に
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対

し
て
適
切
な
避
難
支
援
が
で
き

る
よ
う
具
体
的
な
方
法
や
体
制

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

避難行動要支援者名簿に登録を

　本市では、避難行動要支援者を把握するた

め、「避難行動要支援者名簿（要支援者の避難

支援、安否確認などを実施するための基礎と

なる名簿）」を整備し、地域を主体とした支援

体制の構築を推進していきます。

対象者　災害時などに支援を希望し、支援を

受けるために必要な個人情報を提供すること

に同意した在宅の人で、次の①～⑥のいずれ

かに該当する人

※ただし、家族などの支援を受けて避難がで

きる人や施設・病院に入所・入院中の人など

は除きます。

①身体障がい者手帳（１級・２級）を持って

いる人

②療育手帳（Ａ判定）を持っている人

③精神障がい者保健福祉手帳（１級）を持っ

ている人

④要介護状態区分が要介護３～５の人

⑤「障害者総合支援法」による市の障がい福

祉サービスを受けている難病患者

⑥６５歳以上で、「一人暮らし」・「高齢者のみの

世帯」・「昼間に家族などが不在」のため支援

が必要で登録を希望する人

※①～⑥に該当しなくても、災害時などに支

援を要する人（妊産婦や日本語の理解が十分

でない外国人など）であれば、登録を随時受

け付けていますので、希望する人は申し出て

ください。

◆
「
登
録
申
出
書
兼
同
意
確

認
書
」
を
送
付
し
ま
す

　
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
本
市
が
保
有
す
る
情
報
か

ら
、
災
害
時
の
避
難
に
支
援
を

要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
人
に

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登

録
申
出
書
兼
名
簿
情
報
提
供
同

意
確
認
書
」
を
３
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
制
度
内
容
や

同
意
内
容
を
確
認
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
地
域
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」

に
登
録
さ
れ
て
い
た
人
に
は
、

２
月
中
旬
に
同
確
認
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い

な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「「「「「「「「「「「「「
災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害
時時時時時時時時時時時時時
要要要要要要要要要要要要要
援援援援援援援援援援援援援
護護護護護護護護護護護護護
者者者者者者者者者者者者者
支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援
プププププププププププププ
ラララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンン
」」」」」」」」」」」」」

「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ
ラ
ン
」
をををををををををををををを

「「「「「「「「「「「「「
避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難
行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動
要要要要要要要要要要要要要
支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援
者者者者者者者者者者者者者
支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援
プププププププププププププ
ラララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンン

「
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
プ
ラ
ン
」」」」」」」」」」」」」」

ににににににににににににに
改改改改改改改改改改改改改
訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂
ししししししししししししし
ままままままままままままま

に
改
訂
し
ま
すすすすすすすすすすすすすす

避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
ののののののののののののののののののののの
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
ををををををををををををををををををををを
強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
対
策
を
強
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化

避難行動要支援者 市役所

避難支援者 避難支援など関係者

町会（自治会）
地域支援組織
自主防災組織
民生委員・児童委員
消防団
大阪府警察
社会福祉協議会
ほんわかセンターなど

隣近所の人など

個人情報保護を含め
た協定書を締結し、
同意者名簿の提供

登録の
申し出

協力

日頃の見守り、
災害時の避難
支援

避難行動要
支援者名簿
の作成
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななななななななななななな
でででででででででででででででででででででででででででででで
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
のののののののののののののののののののののののののののののの
未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来

～
み
ん
な
で
考
え
る
金
剛
地
区
の
未
来
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　
本
市
で
は
、
金
剛
地
区
（
高

辺
台
、
久
野
喜
台
、
寺
池
台
）

の
将
来
の
ま
ち
の
姿
な
ど
を
示

す
「
金
剛
地
区
再
生
指
針
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
指
針
の
策
定
に
向
け
て
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
起
こ
っ
て
い

る
課
題
や
活
性
化
に
向
け
た
先

進
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
知

り
、
金
剛
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
る
機
会

と
す
る
た
め
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
　
日

、
午
後
１

１３

時
　
分
～
４
時

３０
と
こ
ろ
　
金
剛
団
地
中
央
集
会

所
２
階
（
寺
池
台
一
丁
目
９
の

　
、
金
剛
連
絡
所
北
側
）

７０

　
近
年
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨

に
よ
り
、
土
砂
災
害
な
ど
の
自

然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い

る
一
方
で
、
間
伐
を
は
じ
め
と

す
る
森
林
管
理
作
業
の
停
滞
に

よ
り
、
森
林
の
果
た
し
て
き
た

災
害
防
止
機
能
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
公
益
的
機
能
が

低
下
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
か
ら
暮
ら
し
を
守

り
、
健
全
な
森
林
を
次
世
代
に

つ
な
ぐ
た
め
、
府
で
は
、
森
林

保
全
対
策
を
緊
急
か
つ
集
中
的

に
実
施
す
る
財
源
と
し
て
、　２８

年
度
か
ら
「
森
林
環
境
税
」
を

導
入
し
ま
す
。

課
税
方
法
　
年
額
３
０
０
円

（
　
～
　
年
度
ま
で
の
４
年

２８

３１

間
、
府
民
税
均
等
割
額
に
３
０

０
円
を
加
算
）

問
い
合
わ
せ
　
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー「
ピ
ピ
っ
と
ラ
イ
ン
」

〔

０
６
（
６
９
１
０
）
８
０

０
１
〕

28年度から国民健康保険料の納付回数が
年12回から10回に変わります

　これまで国民健康保険料は、算定基礎となる前年

中の所得を賦課期日（４月１日）に把握することが

できないため、前々年中の所得をもとに仮計算した

額（仮算定）を４月にお知らせし、７月に前年中の

所得をもとに再計算し確定した年間保険料（本算定）

をお知らせしていましたが、２８年度から仮算定を廃

止し、本算定のみでの計算に変わります。　

　これにより、４月と７月の年２回の保険料通知が

６月の年１回になり、納付回数も年１２回から１０回に

変わります。

※なお、特別徴収（年金天引き）の人は、納付回数（年

６回）に変更はありません。

問い合わせ　保険年金課（内線１５５、１５７）

軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

　
本
市
で
は
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

年
２
回
「
交
通
安
全
講
習
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
一
人
一
人
が
交
通
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学

び
、
実
践
す
る
た
め
に
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
交
通
安
全
講
習
会

を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
程
な
ど
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

※
い
ず
れ
も
　
分
前
よ
り
受
け

３０

付
け
開
始
で
す
。

※
全
て
の
会
場
で
手
話
通
訳
が

付
き
ま
す
。

※
運
転
者
講
習
受
講
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春のののののののののののののののののののののの

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習交通安全講習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

ををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開を開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままましますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

健
全
な
森
林
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

「
森
林
環
境
税
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
が
導
入
さ
れ
ま
す

※
金
剛
連
絡
所
横
の
駐
車
場

（
有
料
）
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
　
増
田
　
昇
さ
ん
（
大
阪

府
立
大
学
大
学
院
教
授
）
に
よ

る
基
調
講
演
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に
お
け
る
課
題
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
」、
地
域
活
動
団
体
の

代
表
者
に
よ
る
実
践
報
告
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
写

真
な
ど
の
展
示
な
ど

定
員
　
１
０
０
人
（
当
日
、
直

接
会
場
へ
）

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
上
靴

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
２
）

金
剛
地
区
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



５

シ
ー
ル
の
交
付
申
請

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

人
な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
本

市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
（
住
所
と
氏
名
が

記
載
さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の
領

収
書
、
賃
貸
契
約
書
、
郵
便
物

な
ど
）
と
印
鑑
を
持
参
し
、
衛

生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
学
生
（
住
民
登
録
さ
れ
て
い

な
い
）
に
貸
家
さ
れ
て
い
る
家

主
の
皆
さ
ん
へ

　
短
期
大
学
生
や
大
学
生
に
貸

家
さ
れ
て
い
る
家
主
は
、
シ
ー

ル
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
請
時
に
は
、
印
鑑
と
建
物

の
名
称
や
所
在
地
、
部
屋
番

号
、
学
生
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

学
校
名
、
学
年
、
学
生
証
番
号

が
必
要
で
す
。

■
転
出
な
ど
に
よ
り
本
市
か
ら

引
っ
越
し
さ
れ
る
場
合
は
、
転

出
届
の
際
に
シ
ー
ル
を
返
還
し

て
く
だ
さ
い

　
シ
ー
ル
は
譲
渡
禁
止
で
す
。

他
人
に
譲
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

シ
ー
ル
は
４
月
か
ら
使
用

で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色

分
け
し
て
い
ま
す
。　

年
度
の

２８

シ
ー
ル
は
、
４
月
か
ら
の
収
集

に
使
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、　

年
度
の
シ
ー
ル
が

２７

残
っ
て
い
る
場
合
は
、
継
続
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

紙
お
む
つ
な
ど
を
利
用

さ
れ
て
い
る
人
に
ご
み

シ
ー
ル
を
追
加
交
付
し

ま
す

　
高
齢
や
身
体
の
障
が
い
な
ど

の
た
め
、
紙
お
む
つ
、
ス
ト
マ
、

腹
膜
透
析
液
バ
ッ
グ
を
常
時
利

用
さ
れ
て
い
る
人
に
、
申
請
に

よ
り
ご
み
シ
ー
ル
を
追
加
交
付

し
ま
す
。

●
交
付
枚
数
　
１
週
間
に
つ

き
、
燃
え
る
ご
み
専
用
シ
ー
ル

２
枚

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送

で
配
布
し
ま
す

　
茶
色
の
封
筒
に
、
シ
ー
ル
と

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
保
存
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
ご
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投

函
し
ま
す
。
３
月
　
日

～
　

１２

２８

日

の
間
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
期
間
中
は
ポ
ス
ト
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
シ
ー
ル
は
世
帯
の
人

数
ご
と
に
分
け
て
発
送
す
る
た

め
、
同
じ
地
域
、
同
じ
住
所
で

あ
っ
て
も
到
着
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

ご
み
の
分
別
に
関
す
る
情
報
や

収
集
の
曜
日
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
種
類
、

枚
数
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
　
日

を
過
ぎ
て
も

２９

シ
ー
ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、

衛
生
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

●
交
付
申
請
　
初
め
て
の
申
請

に
は
証
明
が
必
要
で
す
。
衛
生

課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
「
障
が
い
者

等
日
常
生

活
用
具
給

付
等
決
定

通
知
書
」

の
コ
ピ
ー

を
添
付
す

る
か
、
次

の
い
ず
れ

か
の
人
に
証
明
を
受
け
て
、
衛

生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い

無
料
ご
み
シ
ー
ル

を
配
布
し
ま
す

２８年度分

◆
医
師
（
開
業
医
、
か
か
り
つ

け
医
な
ど
）　
※
証
明
手
数
料

は
無
料
で
す
。

◆
地
域
の
民
生
委
員

◆
町
総
代
（
自
治
会
長
）

◆
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

※
２
年
目
以
降
、
証
明
は
不
要

で
す
。

●
シ
ー
ル
の
返
却
　
転
出
な
ど

の
理
由
に
よ
り
使
用
す
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

もう取り付けましたか？住宅用火災警報器               
～全ての住宅に設置が義務化されています～

　住宅火災で亡くなられる原因の多くは、「逃げ遅れ」によるもので

す。住宅用火災警報器を設置することで、万一火災が発生しても早

期発見・避難につながり、皆さんの大

切な「いのち」を守ります。

　市消防本部では、設置状況などを調

査するため、市立小・中学校を通じて、

住宅用火災警報器に関するアンケート

を実施しました（右図参照）。

　まだ設置されていないご家庭は、早

めの設置をお願いします。また、すで

に取り付けられているご家庭は「いざ」

というときにきちんと作動するよう

に、日頃から手入れや点検をしましょ

う。

問い合わせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕



６

　
　
年
　
月
に
、「
プ
ラ
ム
ポ
ッ

２５

１２

ク
ス
ウ
イ
ル
ス
（
ウ
メ
輪
紋
ウ

イ
ル
ス
）
の
緊
急
防
除
に
関
す

る
省
令
」
な
ど
が
改
正
さ
れ
、

本
市
の
一
部
地
域
に
お
い
て
ウ

メ
、
モ
モ
な
ど
の
苗
、
植
木
、

盆
栽
、
切
り
枝
な
ど
の
持
ち
出

し
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
年
の
国
・
府
に
よ
る
調
査

２７
の
結
果
、
新
た
に
３
月
６
日


か
ら
「
須
賀
一
～
三
丁
目
」
が

持
ち
出
し
禁
止
区
域
に
追
加
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

持
ち
出
し
て
は
い
け
な
い

地
域

左
表
に
記
載

持
ち
出
し
て
は
い
け
な
い

植
物

ウ
メ
、
モ
モ
、
ユ
ス
ラ
ウ
メ
、

ス
モ
モ
、
ア
ン
ズ
、
ネ
ク
タ
リ

ン
、
オ
ウ
ト
ウ
、
セ
イ
ヨ
ウ
マ

ユ
ミ
、
ヨ
ウ
シ
ュ
イ
ボ
タ
な
ど

※
種
子
お
よ
び
果
実
は
持
ち
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
同
ウ
イ
ル
ス
は
、
ウ
メ
、
モ

モ
な
ど
の
植
物
に
感
染
す
る
ウ

イ
ル
ス
病
で
、
人
や
動
物
に
は

感
染
し
ま
せ
ん
。
感
染
し
て
い

る
木
の
葉
に
触
っ
た
り
、
果
実

を
食
べ
た
り
し
て
も
健
康
に
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
省
神

戸
植
物
防
疫
所
大
阪
支
所
〔


０
６
（
６
５
７
１
）
０
８
０
１
〕

プラムポックスウイルスとは

　ウメやモモなどの植物が同ウイルスに感染すると、葉

に特徴的な輪紋を生じる他、果実の表面に斑紋が生じる

ことで商品価値が損なわれたり、成熟前に落果したりす

るなどの悪影響を及ぼすことが知られています。

　そのため、同ウイルスは植物防疫法により「検疫有害

動植物」に指定されており、根絶をめざした緊急防除が

実施されています。

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
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木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木

生
け
垣
や
庭
木
はははははははははははははははははははははははははははははははははは

適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ななななななななななななななななななななななななななななななななな
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理

適
切
な
管
理
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

　
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
の
生

け
垣
や
庭
木
の
茂
っ
た
枝
が
伸

び
過
ぎ
て
道
路
に
は
み
出
す

と
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な

く
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
交
差
点
の
見
通
し
が

悪
く
な
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
な
ど
し
て
、
思
わ
ぬ
事
故
の

原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
敷
地
内
の
生
け
垣
や
庭
木
な

ど
は
早
め
に
 剪
 定
す
る
な
ど
、

せ
ん

所
有
者
が
適
切
に
管
理
し
、
人

に
や
さ
し
く
安
全
で
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
）

新
た
に
市
内
の
一
部
地
域
に
お
い
て
ウ
メ
、

モ
モ
な
ど
の
苗
、
植
木
、
盆
栽
、
切
り
枝
な
ど

の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た

　
同
駐
車
場
は
、
自
転
車
と
原

付
バ
イ
ク
（
　
㏄

以
下
）
が
駐

５０

車
で
き
、
一
時
利
用
も
可
能
で

す
。
自
転
車
の
定
期
利
用
に

は
、
学
生
割
引
（
高
校
生
以
下
）

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
鉄
長
野
線
「
喜
志

駅
」
改
札
口
へ
は
、
地
下
専
用

通
路
で
直
結
し
て
お
り
雨
の
日

も
大
変
便
利

で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
　

午
前
６
時
～

翌
日
の
午
前

０
時
　
分
３０

利
用
料
金
　

下
表
の
と
お

り申
し
込
み
　
同
駐
車
場
〔

　（２４）

６
２
９
３
〕
へ

　
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
路
上
な

ど
に
放
置
す
る
と
、
歩
行
者
や

車
い
す
の
通
行
を
妨
げ
る
だ
け

で
な
く
、
交
通
事
故
の
原
因
と

な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
特
に
、
駅
周
辺
は
「
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

～大伴地区に自主防災会が誕生～

　新たに、かがり台自治会に自主防災会が結

成され、消火器や水バケツ、ヘルメットなど

の防災資機材が配備されました。

　今後は、

日頃の防災

活動や地域

で発生した

災害へのい

ち早い対応

など、地域

防災の柱として住民の安全を確保するための

活発な活動が期待されます。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)

１１２５〕

かがり台自主防災かがり台自主防災会会
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シ
ョ
ン
や
対
人
関
係
を
築
く
こ

と
が
苦
手
で
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
個

人
の
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
の

中
で
自
立
し
て
い
く
た
め
に

は
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る
私

た
ち
一
人
一
人
の
理
解
が
必
要

で
す
。

　
同
啓
発
デ
ー
を
契
機
と
し

て
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
sa
k

　
毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が

定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
で
す
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
こ

の
日
か
ら
８
日
ま
で
を
「
発
達

障
が
い
啓
発
週
間
」
と
位
置
付

け
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
促
進
の

た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
が
い
は
、
脳
機
能
の
発
達

が
関
係
す
る
生
ま
れ
つ
き
の
障

が
い
で
あ
り
、
発
達
障
が
い
の

あ
る
人
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
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毎
年
４
月
２
日
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世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多

く
が
「
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ

た
末
の
死
」
で
あ
り
、「
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
」

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
次

の
機
関
な
ど
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
家
族

や
友
人
な
ど
身

近
な
人
の
悩
み

や
異
変
に
気
付
い
た
ら
、
温
か

く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
悩
み
に

耳
を
傾
け
、
次
の
機
関
な
ど
へ

の
相
談
を
勧
め
、
じ
っ
く
り
と

見
守
り
ま
し
ょ
う
。　

■
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
〔

０
６
（
６
６
０
７
）

８
８
１
４
〕

～その悩み、これ以上、
　ひとりで抱え込まないで～

■
富
田
林
保
健
所
〔

　
２
６

（２３）

８
４
〕（
来
所
相
談
の
場
合
は
、

要
予
約
）

■
保
健
セ
ン
タ
ー
〔

　
５
５

（２８）

２
０
〕

■
関
西
い
の
ち
の
電
話
〔

０

６（
６
３
０
９
）
１
１
２
１
〕（
３

６
５
日
、　

時
間
対
応
）

２４

■
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
１
２
０

（
７
３
８
）
５
５
６
〕（
毎
月
　１０

日
、午
前
８
時
～
翌
日
の
午
前

８
時
）

※
府
携
帯
サ
イ
ト
の
自
殺
対
策

の

ペ

ー

ジ

〔h
ttp
:/
/
k

o
k
o
ro
-o
s
a

k
a
.jp
/
j/

〕

に
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
の
相
談
窓
口
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

　
府
で
は
、
大
切
な
人
を
自
死

（
自
殺
）
で
亡
く
さ
れ
た
人
の

た
め
に
、
来
所
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
の
専
門
相
談
員
が
、
ご
遺

族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
電
話

の
際
に
は
、「
自
死
遺
族
相
談
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６

６
９
１
）
２
８
１
８
〕（
月
～
金

曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
、
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末

４５年
始
は
除
く
）
へ

a
.lg
.jp
/c
h
iik
is
e
ik
a
ts
u
/h
a
t

ta
ts
u
s
y
o
g
a
i_
o
s
a
k
a
/
in
d
e

x
.h
tm
l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
啓
発
デ
ー
の
                

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
府
で
は
、
同
啓
発
デ
ー
に
合

わ
せ
て
、
府
内
の
主
要
建
物
を

同
啓
発
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
２
日

、
日
没

（
午
後
６
時
　
分
ご
ろ
）
～
午

３０

後
　
時
１１

と
こ
ろ
　
大
阪
城
天
守
閣
、
通

天
閣
、
天
保
山
大
観
覧
車
　

※
天
保
山
大
観
覧
車
は
午
後
　１０

時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
　
府
地
域
生
活
支

援
課
〔

０
６
（
６
９
４
４
）

６
６
８
９
〕

　
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
に
は
、

国
か
ら
補
償
金（
和
解
一
時
金
）

が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
、

療
養
所
に
入
所
し
た
こ
と
が
な

い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
す
で
に
補
償
金
を
受
け
取
っ

た
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
手
続
き
の
方
法
な
ど
、
詳
し

補
償
金
の
申
請
手
続
き
期
限
（
３
月
　
日

）

３１

が
迫
っ
て
い
ま
す

ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
電
話
の
際
に
は
、「
ハ
ン
セ
ン

病
の
補
償
金
に
つ
い
て
」
と
お

伝
え
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
対

応
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　（
公
財
）沖
縄
県

ゆ
う
な
協
会
〔

０
９
８
（
８

３
２
）
９
５
２
８
〕、
厚
生
労
働

省
難
病
対
策
課
〔

０
３
（
５

２
５
３
）
１
１
１
１
（
内
線
２

３
６
９
）〕
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す
ば
る
ホ
ー
ル
内
に
あ
る
同

セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
自
主

活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
が
学

習
、
会
議
、
交
流
な
ど
の
た
め

に
使
用
で
き
る
部
屋
で
す
。

　
室
内
に
は
パ
ソ
コ
ン
、
印
刷

機
、
貸
し
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
部
屋
の
利
用
は
無
料

で
す
が
、
事
前
に
グ
ル
ー
プ
登

録
が
必
要
で
、
活
動
内
容
や
会

員
構
成
な
ど
に
よ
っ
て
審
査
し

ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
グ
ル
ー
プ
に
な

る
と
、
登
録
団
体
同
士
の
ネ
ッ
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男
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共
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参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
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登
録
グ
ル
ー
プ
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

ト
ワ
ー
ク
「
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト
」

に
参
加
し
て
、
市
と
連
携
し
て

事
業
な

ど
を
実

施
す
る

こ
と
が

で
き
ま

す
。
　
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
今
年
４
月
か
ら
の
使

用
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

は
、
３
月
　
日

ま
で
に
申
請

１８

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
人
権
政
策
課
（
内

線
４
７
４
）
へ

男女共同参画
シンボルマーク

　
海
外
で
は
狂
犬
病
が
発
生
し

て
お
り
、
い
つ
ま
た
日
本
に
侵

入
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
飼
い
主
の
責
務
と
し
て
、
飼

い
犬
登
録
し
、
毎
年
１
回
必
ず

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
左
表
の
日
程
で
、
飼
い
犬
登

録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
会
場
で
の
注
射
が
で
き
な
い

場
合
は
、
動
物
病
院
で
も
随
時

注
射
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

費
用
　
１
匹
に
つ
き

・
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円

（
生
涯
１
回
）

・
注
射
手
数
料
３
２
５
０
円

（
狂
犬
病
予
防
注
射
２
７
０
０

円
、
注
射
済
票
５
５
０
円
）

※
犬
が
暴
れ
る
と
注
射
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
接

種
会
場
に
は
犬
を
お
と
な
し
く

で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

年
に
一
度
は

必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
、
男
女
が
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
男
女
が
共
に
生
き
や
す

い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
具
体
的
に

進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
同
審
議
会
の

委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
　
歳
以

２０

上
の
人
（
性
別
不
問
）

募
集
　
１
人
（
志
望
動
機
な
ど

を
審
査
の
上
、
選
考
し
ま
す
）

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

※
な
お
、
同
審
議
会
委
員
に

は
、
市
の
規
定
に
基
づ
き
報
酬

を
支
払
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
３
月
　
日

ま
で

３１

に
、
人
権
政
策
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
課
（
内
線
４
７
４
・


　
９
０
３
７
）
へ
　
※
申
込
書

（２５）は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課

の
ペ
ー
ジ
「
人
権
政
策
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

市
男
女
が
共
に
生
き
や
す
い
社
会
づ
く
り

を
推
進
す
る
審
議
会
の
委
員
を
募
集
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●
な
の
花
畑

と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
５
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
、
種
・
苗
・
肥
料

４０

代
、
農
具
使
用
料
な
ど
含
む
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ

レ
、
休
憩
所
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
東
さ
ん
〔

　（３４）

５
３
５
１
〕

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区

画
約
　
～
１
５
６
平
方
㍍
）

８５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
さ
ん
〔


０
９
０
（
５
６
６
３
）
６
２
３

７
〕

●
錦
織
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
一
丁
目

利
用
料
　
月
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
）　

５０

※
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
、

完
全
指
導
型
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
忠
勝
さ

ん
〔

　
３
６
７
４
〕

（２３）

●
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
二
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸ししししししししししししししししししししし農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園貸し農園のののののののののののののののののののののの

利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募利用者を募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

働くことに関する無料相談をご利用く
ださい～あなたの仕事探しをお手伝い～

　人権文化センター内にある就労支援センター

では、「なかなか仕事が決まらない」「働きたいけ

ど何から始めていいのかわからない」など就職

について悩みや疑問のある人を対象に、就労支

援コーディネーターによる無料相談を実施して

います。

　また、月１回市役所での出張相談も実施して

いますので、ぜひご利用ください。

●お出かけ就労支援相談

とき　３月２２日、午後１時～４時

ところ　市役所４階Ａ会議室（当日、直接会場へ）

問い合わせ　市就労支援センター〔(２４)３７００・

(２５)５９５２〕

「求職者支援制度」をご存じですか 
～職業訓練によるスキルアップで早
期就職をめざします～

同制度の主な内容

○無料で「求職者支援訓練」などが受講できま

す。

○職業訓練期間中および終了後も就職活動を支

援します。

○一定の要件を満たす人に対して、職業訓練受

講給付金を支給します。

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　ハローワーク河内長野職業訓練

コーナー〔(５３)３０８１〕 

職場の労働問題で悩んでいませんか
～総合労働相談コーナーのご利用を～

　大阪労働局では、労働問題に関するあらゆる

分野（解雇、労働条件など）の相談を大阪労働

局および府内１３カ所の労働基準監督署に設置し

た総合労働相談コーナーで受け付けています。

また、電話での相談も受け付けています。

　相談内容に応じて、助言や指導をはじめ、関

係法令や判例などの情報提供、関係機関の案内

などをしますので、労働者はもちろん事業主の

皆さんもご利用ください。

◆総合労働相談ダイヤル

とき　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）、午

前９時～午後６時、〔０１２０(９３９)００９〕　

※携帯電話やＩＰ電話などからはご利用できま

せん。つながらない場合や携帯電話からは〔０６

(７６６０)００７２〕。

問い合わせ　大阪労働局総務部企画室〔０６

(６９４９)６０５０〕
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　　　　　　　　　①男女共同参画について
　この調査では、男女共同参画に関する市民の皆さんの意識について知るため、１９項目について伺いました。主な項

目の回答結果は次のとおりです。

男女平等について

　「社会のしきたりや慣習で男女はどの程度平等になっていると思いますか」という問いに対して、「あまり平等でな

い」「全く平等でない」が合わせて、女性は

５８.5㌫、男性は４９.１㌫でした。

　また、「男女の役割分担について「男は仕

事、女は家庭」と性別によって役割を決め

てしまう考え方（性別役割分業意識）につ

いてどう思いますか」という問いに対して、

「どちらかといえば反対」「反対」が合わせ

て、女性は７４.７㌫、男性は６３.６㌫でした。

　男女とも２３年度調査と比較して、性別に

よって役割を決めつけてしまう考えに反対

する人の割合は微増しています（右表参

照）。

ＤＶ被害について

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス、

事実婚・別居中を含む配偶者からの暴力）被害について、「ＤＶ被害を受けたことがある」と答えた人は女性が１４.7㌫、

男性が３.１㌫で、そのうち、「誰かに打ち明けたり相談したりしましたか」という問いに対して、「家族・親戚に相談した」

という女性は４１.８㌫、男性は６６.７㌫で、「友人・知人に相談した」という女性は３８.２㌫、男性は３３.３㌫でした。一方、「ど

こにも相談しなかった」という女性は４９.１㌫、男性は７７.８㌫でした。

　ＤＶ被害を相談しなかった理由として多かったのは、「自分にも悪いところがあると思った」「自分さえ我慢すればこ

のままやっていけると思った」「相談するほどのことではないと思った」という回答の順になっています。いかなる場

合でも暴力は決して許されるものではありません。ＤＶ被害者が自分だけを犠牲にせず、また一人で悩むことなく周

りの人に相談するなど自ら発信していけるよう、今後も本市では啓発に努めていきます。

「富田林市男女が共に生きやすい社会づくりを推進する条例」について

　同条例（２３年４月１日施行）の周知度について、「知っている、聞いたことがある」という女性は２３.７㌫、男性は１８.６

㌫でした。また、制定されてから１６年が経過した国の「男女共同参画社会基本法」の周知度について、「知っている、

聞いたことがある」という女性は５８.５㌫、男性は６８.８㌫でした。

　本市における男女共同参画施策を推進する法的根拠となる同条例について、今後とも、その周知に努めるとともに、

男女が性別にとらわれず互いの人権を尊重しつつ責任も分かち合い、個性と能力を十分発揮できる社会の実現をめざ

して取り組みを進めていきます。
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１０

　市政に関する市民の皆さんの意見や考えなどを知るため、①「男女共同参画について」、②「市

政全般の重要度・満足度について」の２つのテーマで昨年９月に実施した２７年度市民アンケート

の調査結果がまとまりました。

　アンケートの実施方法は、住民基本台帳から無作為に抽出した２０歳以上の１５００人に郵送しまし

た。そのうち、６９０人の皆さんから回答をいただき、回収率は４６.０㌫でした。

市民アンケート調査結市民アンケート調査結果果

性別役割分業意識について（単位：㌫）



　　　　　　 ②市政全般の重要度・満足度について
　この調査では、市政全般の重要度・満足度についてをテーマに、２１項目について、重要度と満足度を伺いました。重

要度と満足度の高かった項目は次のとおりです。

重要度が高いのは

　項目の中で、「とても重要」「やや重要」を

合わせた重要度では、各地の大雨による災

害などの影響もあり、「防犯・防災・消防な

ど危機的管理の安心度」が８４.９㌫と最も高

く、続いて「保健医療などの充実度」の８４.４

㌫、「交通安全対策による安心度」の８４.０㌫、

「高齢者・障がい者などにとっての暮らし

やすさ」の８２.８㌫という順になっています

（左表参照）。

　これらは、昨年も上位を占めており、安

心して暮らせるまちづくりへの市民の皆

さんの期待と関心の高さがうかがえまし

た。

満足度が高いのは

　項目の中で、「とても満足」「やや満足」を

合わせた満足度が高かったのは、「上下水

道・ごみ・し尿など生活基盤の充実度」の

３３.２㌫、「町並み・歴史などの美しさ」の２６.５

㌫、「公園や緑地などの環境づくり」の２５.７

㌫、「保健医療などの充実度」の１７.４㌫、「環

境問題の取り組みや自然保護など環境へ

の配慮」の１４.９㌫という順になっています。

　これらは、重要度と同様に昨年も上位を

占めており、本市が取り組んでいる公共下

水道の整備や浄化槽整備推進事業をはじ

め、歴史遺産や豊かな自然に恵まれた環境

の整備が評価されているものと思われま

す。

　また、対象者としては府内トップクラス

である０歳～中学３年生までの子どもへ

の医療費助成などの保健福祉事業の推進

も、満足度の高さの一因となっているもの

と考えられます。
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１１

　お忙しい中、アンケートにご協力いただいた市民の皆さん、ありがとうございました。

　本市では市民の皆さんからいただいた、貴重なご意見を参考にしながら、今後の市の施策に生かし

ていきます。

　なお、市民アンケート調査結果の詳細は、市ウェブサイトの各課のページ（①は「人権政策課」、

②は「情報公開課」）からご覧いただけます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　情報公開課（内線１８１）
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市政全般の重要度について（単位：㌫）
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今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」

　１月２１日に１００歳の誕生日を迎え

られた丹羽　光さんを訪問しまし

た。折り紙で箱を作ったり、運動を

楽しまれたりしておられるそうです。

　わが家のアイドル（対

象年齢は４歳未満、兄

弟・姉妹と一緒に写って

いる写真でも可）は、写

真の裏に、名前（ふりが

な）と撮影時の年齢（月

齢）を記入し、メッセー

ジ（20字程度）を添え

て、封書で左記の宛先

まで応募してください。なお、今応募された

場合、掲載は約２カ月後になります。

宛先

100歳おめでとうございます！

　２月７日に１００歳の誕生日を迎え

られた辻　マサノさんを訪問しまし

た。皆さんからお祝いされ、大変喜

ばれておられました。

本町　

　中上　 陽  翔 ちゃん（１歳）
はる と

わが家のたからもの

元気で大きく育ってネ

山中田町　

　藤田　 莉  子 ちゃん（１歳６カ月）
り こ

　　　　 蓮  大 ちゃん（３歳１０カ月）
れ お

兄妹２人いつまでも仲良く、元気に

育ってね

 わ が 家
の ア ド ル

イ

喜志町　

　八木橋　 月  香 ちゃん（２歳８カ月）
つき か

天真 爛  漫 でいつも楽しそうな月香♪
らん まん

皆に可愛がられて大きくなってます♪



１３

取り組みを通じて、仲間とともに

　学校にとって、３月は年度を締めくくる重要な月

です。１年間のまとめとして、学習についてはもち

ろんのこと、これまで支え合ってきた友達とのつな

がりについても振り返ります。特に最上級生は、卒

業式に向けて自己の成長を振り返る大切な時期です。

●仲間のことを考えて行動する

　ある市内の小学校を訪問したときの出来事です。

支援学級に在籍している児童が、郵便マークの書か

れた紙袋を持って職員室に来ました。配布物を取り

に来ているのですが、同じクラスの児童が後ろで

そっと見守っていました。「何か困ったことがあれ

ば、そっと支えるよ」という様子でした。周りの児

童が、障がいのある仲間の個性を把握し、考えて行

動していることが見てとれました。

　障がいのある児童を含めた学級学年集団が、小学

校６年間でとても成長したことがよく分かる光景で

した。これまで関わってきた教職員が、一人一人の

成長を考え、取り組みへの参加の仕方や周りの児童

の関わり方について協議して取り組んできたこと

で、全ての子どもたちが自信をつけ、個々はもちろ

ん、集団としても成長しているのだと思います。

●障がいの有無に関わらず、支え合いながら暮らし

ていける社会の中心として

　さて、２８年４月１日より「障害者差別解消法」が

施行されます。この法律では、「障がい者の権利を保

障するために、社会的障壁の除去の実施について必

要かつ合理的な配慮をするように努めなければなら

ない」と規定されています。

　本市においては、これまでも支援を必要とする児

童・生徒の教育的ニーズに応じて教育活動をしてき

ましたが、同法により、これまでの取り組みの必要

性が明文化されたということになります。今後は、

一人一人の教育的ニーズに対応していくことはもち

ろん、子どもたちの障がい理解（心のバリアフリー）

を深める取り組みもさらに力を入れる必要がありま

す。周りの子どもの関わりにぬくもりがあること

で、全ての子どもたちが、学習活動に参加している

実感・達成感を持ち、充実した時間を過ごしつつ、

生きる力を身に付けていけると考えています。

　明日を担う子どもたちが、障がいの有無に関わら

ず、支え合いながら暮らしていくという共生社会の

中心として成長できるよう、学校はもとより全ての

大人で見守っていくことが大切ではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　教育指導室（内線３６４）

株
式
会
社
創
立
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書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
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し
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道

２７

明治４０年代明治４０年代のの富田林駅富田林駅
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１４

　１月17日、災害時に避難所となる各市立小・中学校などで、市総合防災訓練が実施されました。

　各避難所では防災倉庫の資機材や備蓄品が展示されたり、防災啓発ビデオが上映されたりするな

ど、多くの地域の皆さんが訓練に参加し、防災意識の向上に努めていました。

　また、富田林小学校運動場では、消防、警察、自衛隊をはじめ、市消防団重機隊や災害派遣医療

チーム「ＤＭＡＴ」による倒壊家屋からの救助訓練も実施されました。

■■市総合防災訓練～「もしものとき」に備える市総合防災訓練～「もしものとき」に備える～～

　２月６日、市農業公園サバーファームには、

朝から多くの家族連れが来園し、イチゴ狩りを

楽しんでいました。イチゴの甘い香りでいっぱ

いのハウス内では、来園者が区画ごとの食べ放

題の新鮮イチゴを口いっぱい頬張っていて、あ

ちこちから「おいし～い！」との歓声が聞かれ

ました。サバーファームのイチゴ狩りは、５月

下旬まで楽しめますので、ぜひお越しください。

（28ページに関連記事）

■■甘いイチゴに「おいし～い！甘いイチゴに「おいし～い！」」

　２月７日、ＰＬ教団本庁内コースで、第59回

南大阪駅伝競走大会が開催されました。６区間

20.1㌔のコースに、214チーム約1300人が参加。

優勝めざして力走するチームや、職場の仲間な

どと楽しく走るチームに、沿道からは激励の声

が掛けられていました。

　中学生男子の部では、第一中学校陸上部が優

勝。また、金剛中学校陸上部が男女ともに３位

に入るなど、本市の中学生が大活躍しました。

■タスキをつないで■タスキをつないで、、駅伝大会駅伝大会



■読書を通じて

　２月９日、市消防本部で、市読書感想文コン

クールの表彰式が実施されました。

　同コンクールでは、子どもたちの読書活動の

推進とさらなる学習意欲の向上を目的に、市内

在住の小・中学生から読書感想文を募集しまし

た。

　４年目を迎えた今回は、4606作品もの応募が

あり、市長賞・教育長賞各３作品、とっぴー賞

15作品が選ばれました。

■重要文化財を火災から守る！

　１月22日、重要文化財富田林興正寺別院で、

市消防本部、市消防団、自主防災組織が協力し

て、消防訓練を実施しました。訓練では、寺の

敷地内で不審火により出火したとの想定の下、

火事発生の通報により駆け付けた消防団第１分

団と富田林町自主防災会の皆さんが放水作業な

どの連携を確認しました。放水訓練の後は、消

火器を使った初期消火訓練も実施され、いざと

いうときの備えを改めて確認していました。

■めざせ！オリンピック

　１月24日、石川河川敷川西グラウンドで、た

こあげ大会が開催されました。当日は、アニメ

のキャラクターや自分の名前などを描いた世界

に一つだけのたこを家族一緒に仲良く揚げる姿

が多く見られました。最初はコツがつかめずう

まくいかないようでしたが、徐々に慣れてくる

と、たこは風に乗ってぐんぐん揚がり、青空の

向こうに飛んで行くかのよう。この冬一番の寒

さにも負けず、みんなよくがんばりましたね。

　１月14日、第38回全国ＪＯＣジュニアオリン

ピックカップ夏季水泳競技大会（10歳以下女子

200㍍メドレーリレー）で第２位の成績を収め

た、新堂小学校５年生の米山　光さんと同小学

校４年生の大西　悠莉彩さんが教育委員会顕彰

受賞のため、市役所を訪れました。二人は現在、

週６日練習されているそうで、将来の夢につい

て聞かれると「オリンピックに出てメダルを取

りたい！」と笑顔で話してくれました。

■子どももたこも元気いっぱい

１５



１６

保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、２７年４月号
広報に折り込みの「平成２７年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

乳がん・子宮 頸 がん検診を    
けい

４月から実施します

　より多くの皆さんに乳がん・子宮頸

がん検診を受けていただくため、２８年

度からは、４月より検診を実施します。

　受診の際、本市に住民登録している

ことを証明できるものが必要です。

　詳しくは、下表をご覧ください。

富田林病院健診センターで    

がん検診を実施します

とき　４月の月～土曜日（１６日、29

日、３０日は除く）、午前９時～正午

内容　胃がん・肺がん（結核検診含む）・

大腸がんの３種同時検診

対象者　検診日に満４０～７４歳の人

申し込み　３月１１日～、保健セン

ターへ

成人歯科健診

とき　３月３１日まで　

ところ　指定医療機関（※） 　

内容　問診、歯科健康診査、歯科保健

指導　

対象者　健診日に満４０・５０・６０・７０歳

の人

カラダとキモチを整える教室

　体や心の不調で、運動を始められな

い人に健康運動指導士や保健師が最適

な方法を提案します。

とき　４月～９月の毎週火曜日、午後

１時１５分～３時４５分（祝日は除く）　

ところ　保健センター

対象者　医療機関でのリハビリテー

ションや、介護保険サービスを利用し

ていない４０～６４歳の人　※ただし、以

前、保健センターでの体力アップ教室

に参加したことのある人は除きます。

定員　１５人（申し込み先着順）

申し込み　３月７日～、保健セン

ターへ

市民公開健康講座～膝の痛み

とおさらばしよう～

　整形外科の専門医と理学療法士から

膝の痛みの原因や治療法、毎日の生活

の注意事項について学びます。

とき　３月１９日、午後１時～３時（午

後０時３０分開場）　

ところ　市消防本部４階講堂

講師　花岡　義文さん（富田林病院整

形外科・人工関節センター医長）、宮田

重樹さん（富田林医師会副会長）、曽和

恭行さん（富田林病院リハビリテー

ション科理学療法士）　

定員　１５０人（当日、直接会場へ）

問い合わせ　富田林病院〔(２９)１１２１〕

〕
〕
〕

〕
〕

〕
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妊娠の届け出と母子健康手帳

の交付場所が変更になります

　４月１日より、妊娠の届け出と母

子健康手帳の交付場所が、保健セン

ターと市役所２階こども未来室の２カ

所に変更になります（金剛連絡所では

受け付け・交付できません）。妊娠の届

け出と母子健康手帳の交付の際に、本

市が妊婦さんの状況を把握し、妊娠・

出産・子育ての心配事や悩みの相談を

受けたり、各種子育て支援サービスや

相談機関の紹介をしたりするなど、妊娠

初期からのきめ細やかなサポートを開

始し、継続的な支援を実施します。

　皆さんの、ご理解、ご協力をお願い

します。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

 健診・予防接種
麻しん風しん予防接種（ＭＲ）
の受け忘れはありませんか   

　麻しん（はしか）は非常に感染力が

強く、感染すると重い合併症を起こす

こともある怖い病気です。風しんも感

染力が強く、特に妊娠初期の妊婦が感

染すると、生まれてくる子どもが目や

耳、心臓などに障がいのある「先天性

風しん症候群」となる可能性がありま

す。また、同予防接種を受けていない

人が増えると、その地域で麻しん、風し

んが流行してしまう可能性もあります。

　麻しん、風しんはワクチンの接種で

予防することができ、免疫をより確実

なものにするためには、同予防接種を

２回受ける必要があります。

　対象者は下表「２７年度の指定医療機

関での予防接種」に記載しています。

　また、高校・大学入学時、実習や就

職などで接種証明が求められる場合も

あるため、接種済証や母子健康手帳な

どの予防接種記録は大切に保管しま

しょう。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕



子育て相談会

　保健センターでは、毎月１回（第３

火曜日、午後１時～３時４５分）、同相談

会を開催していますので、気軽にご利

用ください（要予約）。

内容　身体計測、発育発達、母乳、離

乳食、幼児食、育児に関する不安や心

配事など子育て全般に関する相談　

※身体計測のみを希望する人は午後２

時３０分～３時に直接お越しください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

子育て講座

とき　３月１６日、午前１０時～１１時

ところ　ふれんど保育園

内容　コーナー遊び

定員　１０組（申し込み先着順）

申し込み　３月９日～、ふれんど保

育園〔(２６)３５７１〕へ

子育て支援センターの催し

①英会話講座

とき　３月２５日、午前１０時～１１時

ところ　梅の里保育園内子育て支援セ

ンター

内容　親子で英会話

対象者　２～５歳の子どもとその親

定員　２０組

②ふれあい教室

とき　４月７日～７月１４日の木曜日、

午前１０時～１１時３０分（全１０回）

ところ　富貴の里保育園内子育て支援

センター

内容　親子の友達づくりと遊びの紹介

など

対象者　２～５歳の子どもとその親

定員　２０組

申し込み　①は３月７日～２４日ま

でに電話で、梅の里保育園内子育て支

援センターへ（申し込み先着順）、②は

３月１７日（消印有効）までに、往復

はがきに住所、親子の氏名（ふりがな）、

子どもの生年月日、性別、電話番号、

子どもが第何子かと普段気になること

を記入し、５８４-００８３小金台一丁目１４

の１５　富貴の里保育園内子育て支援

センター〔(２８)７３６４〕へ（申し込み

多数の場合抽選）

１８

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。



 

乳幼児クラブ（前期）

　子育て中の保護者と子どもたちが安

心して集える活動です。

①乳児グループＡ（０～２歳未満）

とき　４月１９日～９月６日の火曜日

②乳児グループＢ（０～２歳未満）

とき　４月２２日～９月９日の金曜日

③幼児グループ（２歳以上）

とき　４月２１日～９月８日の木曜日

④金剛幼児グループ（２歳以上）

とき　４月１８日～９月５日の月曜日

※いずれも午前

１０時～１１時３０分、

祝日は除きま

す。　

※３週間に一

度、①～③は水

曜日、④は月曜

日にワークショップ（参加型の親育ち

講座）を開催します。　

ところ　①～③児童館、④保健セン

ター　

内容　手遊び、絵本の読み聞かせ、友

達づくりなど

対象者　０歳から就学前の子どもと保

護者。兄弟姉妹を連れての参加可（そ

の場合は、年長の子どものグループで

申し込んでください）　

定員　①②各２０組、③④各２５組

参加費　無料（ただし、保護者の活動

に必要な費用は実費）

申し込み　３月１日～１０日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選。ただし、この活動

に初めて参加する人を優先します。

講座･催し
リトミック音楽体験教室

　子育てサークル「音の幼稚園」では、

同体験教室を実施します。

　音楽に合わせて、楽しく体を動かし

ましょう。

とき　４月１９日、２６日、いずれも

午前１０時～１０時５０分

ところ　市民総合体育館　

対象者　１～３歳児

定員　各２０人（申し込み先着順、ただ

し初めての人を優先、１人１回のみ参

加可）　

参加費　無料　

申し込み　３月７日～、藤本さん〔０８０

(６１１８)０５１４〕へ　

※同サークルでは会員も募集していま

す。

こども囲碁クラブ

とき　４月９日～２９年３月１８日、毎週

土曜日（第１土曜日は除く）、午後２時

～３時３０分

ところ　児童館

対象者　幼稚園年長～中学生（初心者

の参加可）　

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　３月１５日～、児童館へ（電

話申し込み可）

※同クラブボランティア指導員も募集

しています。

子どもスイミング教室

とき　毎週水曜日および金曜日の部＝

①午後４時３０分～５時３０分、②午後５

時３０分～６時３０分、毎週土曜日の部＝

①午後３時３０分～４時３０分、②午後４

時３０分～５時３０分（いずれも月４回）

ところ　ウエルネスけあぱる

内容　①水慣れから背泳ぎまで、②ク

ロール（２５㍍）の練習から４泳法まで

対象者　小学生

定員　各２５人（最少催行人数５人）

参加費　１カ月５０００円

申し込み　休館日を除く午前１０時～午

後７時（日曜日、祝日は午後４時まで）

に、ウエルネスけあぱるで随時受け付

け

育児教室「すくすくクラス」

とき　４月２０日、午後０時５０分～３

時１５分、５月18日、午前９時５０分～

正午（全２回）　

ところ　保健センター

内容　離乳食の完了と幼児食の進め

方、歯の話（ブラッシング指導）、育児

の話（事故予防）、ふれあい遊び、交流

会、おやつの試食、個別相談など

対象者　１歳～１歳４カ月未満の幼児

と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　３月７日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

１９
※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



２０

 

水道の使用開始・中止は必ず
届け出を

・転入や転居などで新たに水道を使用

される場合は、事前に届け出が必要で

す。また、改築や新築などの工事をさ

れる場合も臨時栓としての届け出が必

要です。なお、届け出がない場合、罰

則が適用されることがあります。

・転出などで水道を使用されない場合

は、料金の精算が必要となりますので、

必ず閉栓の届け出をしてください。

・インターネットでも使用開始や中止

上下水道
の手続きができます。市ウェブサイト

内の水道事業のページにある申し込み

画面に、必要事項を入力し送信してく

ださい。水道お客様センターで申し込

み内容を確認後、手続きをします。

・閉栓中であっても、定期的に検針を

実施しています。メーター以降の水道

管などの維持管理は利用者に帰属する

ことから、閉栓中の漏水などについて

は、自己負担となりますのでご注意く

ださい。

・検針は２カ月に一度お伺いしていま

すが、メーターボックスの上に障害物

などを置かないようお願いします。

問い合わせ　水道お客様センター

〔(２０)６４００〕

 

発達相談

　こども未来室では、臨床心理士によ

る児童の発達相談を実施していますの

でご利用ください。　

（要予約、電話相談可）

とき　毎週月～金曜

日、午前９時～午後５

時１５分（祝日は除く）

内容　１８歳未満の児童の発達相談や保

護者に対する助言

問い合わせ　こども未来室（内線２０６、

２０７）

相　談

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



食育講座～自然のエネルギー
で育つ農産物を子どもたちへ～

とき　３月１９日、午前１１時～午後１時

ところ　きらめきファクトリー２階

内容・講師　「自然のエネルギーで育

つ農産物を子どもたちへ」＝久野　陽

子さん（富田林自然農法根っ子の会会

員）、「自然のエネルギーを大切にする

農業に取り組む」＝高橋　博美さん（富

田林自然農法根っ子の会理事長）

定員　２０人　参加費　無料

申し込み　３月１３日（必着）までに、

往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、年

齢、性別、電話番号を記入し、５８４-

００５６嬉４４９　富田林自然農法根っ子の

会事務局〔０９０(５６６４)３３８８〕へ（申し込

み多数の場合抽選、電話申し込み不可）

府手話通訳者養成講座

　手話を必要とする聴覚障がい者のコ

ミュニケーション手段を確保するた

め、手話通訳活動をする「手話通訳者」

を養成する同講座を開催します。

とき　５月１８日～２９年３月８日、

午後２時３０分～４時３０分

※詳しい日程はお問い合わせください。

ところ　河内長野市立市民交流セン

ター（河内長野市昭栄町７の１）

対象者　府内在住・在勤で、手話で聴

覚障がい者と日常会話ができる人　

※府の手話通訳者としてすでに登録さ

れている人および手話通訳士としてす

でに活動されている人は受講できませ

ん。

定員　３０人

受講料　無料（教材費実費）

申し込み　障がい福祉課（内線１９３）に

備え付けの申込書に必要事項を記入

し、４月１日（必着）までに５４０-

８５７０　府民お問い合わせセンター「手

話通訳者養成講座」係〔０６(６９１０)

８００１〕へ郵送（府ホームページ〔http:

//www.pref.osaka.lg.jp/〕からも申し

込みできます）

※同講座を受講するためには、４月２７

日、午後２時３０分～４時３０分に実施

する判定試験に合格する必要がありま

す。

 

防衛省自衛官募集(幹部候補生）

応募資格　日本国籍を有する２２歳以上

２６歳未満の人など　※詳しくはお問い

合わせください。

受付期間　３月１日～５月６日まで

１次試験日　５月１４日（飛行要員は

１４日、１５日の２日間）

問い合わせ　自衛隊富田林地域事務所

〔(２４)３７９９〕

 

市奨学金の申請を

　経済的理由で、高等学校や高等専門

学校、高校卒業資格が取れる専修学校

などへの修学が困難な人に、奨学金を

給付します。

対象者　本市在住で２８年度に高校など

に在学の人（生活保護世帯を除く）

給付額　年額４万円、入学支度金（新

１年生のみ）は１万円加算

給付時期　前期分は８月、後期分は２９

年２月の２回　募集人員　約１００人

申し込み　教育指導室、金剛連絡所、

または市立中学校で配布する申請書に

必要事項を記入し、３月１日～４月

８日までに同室（内線３６３、３６４）へ　

※現在給付を受けている人も、改めて

申請が必要です（郵送不可）。

 

認知症介護家族の交流会

とき　３月２３日、午後１時３０分～３時

ところ　金剛公民館

内容　認知症ケア上級専門士による講

話「介護保険以外のサービス」、大阪大

学特任教授を交えた交流会

対象者　市内在住の認知症の人を介護さ

れている人　定員　２０人　参加費　無料

申し込み　３月１７日までに高齢介護

課（内線１９６）へ（申し込み多数の場合

抽選）　※認知症の人もぜひ一緒に参

加してください。

募　集

教　育

講座･催し

分譲マンションセミナー

　分譲マンションにお住まいの人を対

象に同セミナーを開催します。日頃お

悩みになっているマンションの維持や

管理について一緒に考えてみませんか。

とき　３月２７日、午後１時３０分～４

時３０分（午後１時～受け付け）

ところ　市消防本部４階講堂

※車でお越しの場合は、市役所第二駐

車場をご利用ください。ただし、駐車

場には限りがありますので、できるだ

け公共交通機関をご利用ください。

定員　１００人　参加費　無料

※申し込みは、３月１８日までです。

申し込み方法など詳しくはお問い合わ

せいただくか、府住宅供給公社マンショ

ン建替・相談グループのホームページ

〔http://www.pref.osaka.lg.jp/jumachi/

manadvhp/seminar.html〕をご覧くださ

い。

問い合わせ　同グループ〔０６(７６６９)

００１２〕

セミナー                             
「地域が作る地域公共交通」

　近年、電車・バスをはじめとする公

共交通機関の利用者減少による、路線

の減便や廃線などにより、高齢者や障

がい者などの移動困難者が増加してい

ます。セミナーでは、移動困難者の現

状や必要な移送支援について学ぶとと

もに、地域にとって望ましい公共交通

を地域がつくる取り組みについて紹介

します。

とき　３月２５日、午後６時３０分～８時

ところ　市消防本部４階講堂　

※車でお越しの場合は、市役所第二駐

車場をご利用ください。ただし、駐車

場には限りがありますので、できるだ

け公共交通機関をご利用ください。

内容　大藤　武彦さん（㈱交通システ

ム研究所代表）、柳原　崇男さん（近畿

大学講師）による基調講演、質疑応答

対象者　市内在住の人、福祉関係者、

交通事業者、町会（自治会）、ＮＰＯ法人

など　

定員　５０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

２１



固定資産税の『縦覧帳簿の縦覧』
と『課税台帳の閲覧』を実施

縦覧帳簿の縦覧　

　縦覧帳簿の納税者本人の土地・家屋

の評価額と市内の他の土地・家屋の評

価額を比較できます。

記載内容

◇土地価格等縦覧帳簿＝所在、地番、

地目、地積、価格、市街化区域・市街

化調整区域の別

◇家屋価格等縦覧帳簿＝所在、家屋番

号、種類、構造、床面積、価格、建築年

縦覧できる人

◇土地価格等縦覧帳簿＝市内に土地を

所有している納税者

◇家屋価格等縦覧帳簿＝市内に家屋を

所有している納税者

※いずれも納税管理人、納税者の同居

親族、委任状を持っている代理人でも

可。

期間　４月１日～５月３１日まで

（土・日曜日、祝日は除く）の午前９

時～午後５時３０分

課税台帳の閲覧　

　所有者は固定資産課税台帳を閲覧で

きます。また、借地人・借家人なども

賃借権などの目的となる土地・家屋に

ついて記載された部分を閲覧できま

す。

閲覧できる人

◇納税義務者

◇納税管理人、納税者の同居親族、委

任状を持っている代理人　

◇借地人、借家人など（ただし、権利

関係と有償であることを示す書類が必

要です）

期間　４月１日～２９年３月３１日ま

で（土・日曜日、祝日は除く）の午前

９時～午後５時３０分

縦覧・閲覧に必要な書類など　

・本人確認ができる書類（納税通知書

や運転免許証など）

・納税管理人や納税者の同居親族は閲

覧できますが、代理人が来られる場合

は委任状が必要

・法人名義の物件については、委任状

または申請書に代表印の押印が必要

縦覧・閲覧場所　

課税課（内線１１３～１１６）

原付・軽自動車などの廃車、
名義変更の手続きを忘れてい
ませんか

　軽自動車税は、４月１日現在の所有

者に課税されます。廃車や譲渡などを

しているにもかかわらず手続きが済ん

でいない人は、３月末日までに次の窓

口で手続きをしてください。手続きを

されない場合、いつまでも軽自動車税

が課税されます。

　解体したり、盗難にあったりして、

ナンバープレートや証明書などがない

場合も窓口へご相談ください。なお、

業者に手続きを依頼された場合は、３

月末日までに手続きが済んでいるかど

うか確認してください。

◇原動機付自転車（～１２５CC）・小型特

殊自動車

ところ　課税課（内線１１０）、または金

剛連絡所〔(２９)１４０１〕

持ち物　ナンバープレート、印鑑、申

告済証（販売証明書）

◇１２５CCを超える２輪車

ところ　大阪運輸支局和泉自動車検査

登録事務所（和泉市上代町官有地）〔

０５０(５５４０)２０６０〕　

※持ち物など、詳しくはお問い合わせ

ください。　

◇軽自動車（３輪・４輪）

ところ　軽自動車検査協会大阪主管事

務所和泉支所（堺市西区山田二丁１９０の

３）〔０５０(３８１６)１８４２〕　

※持ち物など、詳しくはお問い合わせ

ください。

 

深刻な血液不足です              
献血にご協力をお願いします

とき　３月１３日、午前１０時～午後４時

ところ　エコール・

ロゼ

対象者　１８～６９歳で

体重が５０㌔以上の人

※その他詳しい条件

などはお問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会（総合

福祉会館内）〔(２５)８２６１〕

福　祉

 

学生納付特例は毎年申請が　
必要です

　国民年金保険料を納めることが困難

な学生は、本人の前年所得が１１８万円以

下の場合、申請し承認されると保険料

の納付が猶予され

ます。

　２７年度に申請を

して承認を受けた

人も、改めて申請

が必要です。

　ただし、２８年度

分は４月から受け付け開始となりま

す。

●学生納付特例の承認を受けた期間は

①承認期間中の障がいや死亡といった

不慮の事態には、受給資格があれば障

がい基礎年金や遺族基礎年金が支給さ

れます。

②年金の受給資格期間には算入されま

すが、老齢基礎年金の年金額には反映

されません。

③承認を受けた期間の保険料は、１０年

以内であれば後払い（追納）できま

す。

※２年を過ぎて後払いする場合は、当

時の保険料に経過した期間に応じて、

一定の額が加算されます。

対象者　大学（大学院）、短期大学、高

等学校、高等専門学校、専修学校、各

種学校（修業年限１年以上である課

程）、一部の海外大学の日本分校などに

在学する学生（夜間、通信制課程も可）

手続き　年金手帳、印鑑、学生証など

学生であることを証明できるものを

持って保険年金課（内線１５３、１５４）へ

※２７年度の学生納付特例の承認を受け

た人で、日本年金機構が在学予定年月

を把握できた人には、３月下旬に学生

納付特例申請はがきが送付されます。

引き続き同じ学校に在学中の場合は、

必要事項を記入の上返送し、承認され

ると４月～２９年３月についても納付が

猶予されます。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

国民年金

各施設の電話番号は31ページをご覧ください
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保険料の納め忘れはありませ
んか

　国民健康保険料、介護保険料、後期

高齢者医療保険料は事業の運営に欠か

すことのできない大切な財源です。必

ず期限内に納付してください。期限内

に納付されない場合は、財産の差し押

さえなどの対応を取ることがあります。

　なお、国民健康保険料を滞納してい

る世帯は、有効期限の短い保険証の交

付対象になり、滞納の状況によっては、

通常の被保険者証の代わりに、医療機

関の窓口でいったん医療費全額を支払

う「資格証」の交付対象となります。

　介護保険料を滞納していると、保険

給付が制限されることがあります。

　後期高齢者医療保険料を滞納してい

ると、有効期限の短い保険証の交付対

象になります。

※今月は２７年度分国民健康保険料、介

護保険料、後期高齢者医療保険料の最

終納付月です。

問い合わせ　国民健康保険料について

は保険年金課（内線１５２、１５６)、介護保

険料については高齢介護課（内線１７５、

１７６）、後期高齢者医療保険料について

は福祉医療課（内線１５８、１５９)

保険料の納付は便利な口座振
替で

　普通徴収対象者の国民健康保険料、

介護保険料、後期高齢者医療保険料は、

市から送付する納付書によって保険料

取扱金融機関、コンビニエンスストア

（後期高齢者医療保険料を除く）また

は市役所で納めていただくことになっ

ています。

　保険料のお支払いは、納期限ごとに

自動的に指定の預（貯）金口座から引

き落としされる口座振替が便利で確実

です。普通徴収の対象者で口座振替を

希望される人は、納入通知書と通帳の

印鑑、預（貯）金通帳を持参し、保険

料取扱金融機関、または国民健康保険

料については保険年金課、介護保険料

については高齢介護課、後期高齢者医

介護保険
療保険料については福祉医療課で手続

きをしてください。

　また、引き落としを希望する口座の

キャッシュカード（暗証番号の入力が

必要）を市役所に持参いただくだけで、

簡単に金融機関への口座振替の手続き

ができるペイジー口座振替受付サービ

スの取り扱いもしています。対応して

いる金融機関は次のとおりです。

●ペイジー口座振替受付サービス対応

金融機関

りそな銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行、三

井住友銀行、近畿大阪銀行、池田泉州

銀行、関西アーバン銀行、成協信用組

合、ゆうちょ銀行（郵便局）

　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　保険年金課(内線１５２、

１５６)、高齢介護課（内線１７５、１７６）、福祉

医療課（内線１５８、１５９）

 

市・府民税の申告は      　　 

３月1５日までに！

　市・府民税の申告をしなければなら

ない人は、今年１月１日現在本市に居

住し、昨年中に所得のあった人です（給

与所得だけで特別徴収されている人

や、所得税の確定申告をした人は必要

ありません）。

ところ　市役所地下９０２・９０３会議室

受付時間　午前９時～午後５時３０分　

※申告されていない場合、次のような

ことに影響が出ますので、申告にご協

力ください。

○市・府民税証明書の交付ができない

ことがあります。

○公的年金にかかる所得のみの人など

で、年金保険者への扶養親族等申告書

の提出がなかった場合、または確定申

告書などの提出がなかった場合におい

て、控除される情報が得られないため

に、扶養・配偶者控除などの適用が可

能でも、控除が適用されないことがあ

ります。

○後期高齢者医療保険制度などの保険

料の軽減措置の適用を受けられないこ

とがあります。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２）

税

納付は便利な口座振替で

　市税で口座振替ができるのは、固定

資産税・都市計画税、市・府民税（普

通徴収のみ）、軽自動車税です。口座振

替は期別ごとの納付だけでなく、全期

前納も利用できます。

　また、各税金の納期限に自動的に引

き落としされるた

め、金融機関などに

行く必要はなく、納

め忘れもありませ

んので、ぜひご利用

ください（全期前納の場合は、第１期

の納期限）。

申し込み　

●ペイジー口座振替サービスでの申し

込み　

　引き落としを希望する口座のキャッ

シュカード（暗証番号の入力が必要）

を納税課に持参いただくだけで、簡単

に金融機関への口座振替の手続きがで

きます。

※対応している金融機関など詳しく

は、お問い合わせください。

●取扱金融機関の窓口での申し込み　

　納税通知書と通帳の印鑑を持参の

上、口座振替依頼書（市内の金融機関

に備え付け）に必要事項を記入し、市

税取扱金融機関へ。　

※市外の金融機関などで申し込む場合

は、お問い合わせください。

申込期限（2８年度）

問い合わせ　納税課（内線１２２）

２３

・

・



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

タブロー展

　南河内林業総合センター「ラ・フォ

レスタ」では、画家の日高　容子さん

による同展を開催していますので、ぜ

ひお越しください。春そのものの水彩

画の世界をお楽しみください。

とき　３月２７日までの金・土・日曜

日、祝日、午前１１時～午後５時

ところ　同センター（千早赤阪村東阪

１２３８の５）

入場料　無料

問い合わせ　同センター〔(７２)００９０〕

がんばった人に花まる！

●第41回スポーツチャンバラ世界選

手権大会

《小太刀１・２級の部》

第３位　櫻井　大輝（第一中学校）

 

●コスモス健康体操

Ａ２０歳以上の男女　Ｂ１０人　Ｃ火曜日

クラスと木曜日クラス、いずれも午前

１０時～１１時３０分（月３回）　Ｄけあぱる

Ｅ月額１５００円～２０００円　Ｆ・Ｇ村上　

みどりさん〔０９０(３８７３)０５１１〕　※体

験随時受け付け。

●はまなす（生け花）

Ａ市内在住・在勤の女性　Ｂ６人　Ｃ

第１・３火曜日、午後１時～３時　Ｄ

中央公民館　Ｅ月額３０００円（教材費含

む）　Ｆ・Ｇ塚田　美津子さん〔(２４)

６１０５〕（午後７時頃）

●ペパーミントクラブ（お菓子作り）

Ａ市内在住の人　Ｂ８人　Ｃ第１火曜

日、午前９時３０分～正午　Ｄ金剛公民

館　Ｅ月額１２５０円　Ｆ・Ｇ大形　久美

子さん〔(２８)３９７９〕（午前中）

●陶芸クラブ

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ５人

Ｃ第１・３木曜日、午後１時～４時　

Ｄ金剛公民館　Ｅ月額１０００円（別途教

材費実費）　Ｆ・Ｇ田中　楠夫さん

〔(２８)５１７７〕（午後９時まで）

クラブ員募集

２４

子ども読書活動推進講演会
「食が育む子どもの心とこと
ばの発達」

　神戸女子短期大学食物栄養学科教授

の平野　直美さんを講師に迎え、子育

てにおける「食」の大切さについて、

医学や幼児教育、食物栄養学を踏まえ

てお話しいただきます。

とき　３月２４日、午前１０時～１１時３０

分

ところ　金剛図書館

定員　４０人（申し込み先着順）　

※託児あり（２歳以上、定員８人、申

し込み先着順）。

参加費　無料　

申し込み　３月８日、午前１０時～、

金剛図書館へ（電話申し込み可）

図書館行事「春休みとしょか
んリサイクル工作うごかして
あそぼう！」

とき　①３月２９日、②３１日、いず

れも午前１０時３０分～正午

ところ　①中央図書館、②金剛図書館

内容　おもちゃづくりなど

対象者　４歳～小学生（ただし、小学

生未満は保護者同伴）

定員　各３０人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　はさみ、１㍑の牛乳パック１

個（開いていないもの）

申し込み　３月８日、午前１０時～、

①は中央図書館、②は金剛図書館へ（電

話申し込み可）

※上記、図書館行事をお手伝いしてい

ただけるボランティアを募集していま

す。ボランティアとして参加していた

だくためには、３月２２日、午後１時

～３時に金

剛図書館で

開催される

研修に参加

する必要が

あ り ま す

（申し込み

は、３月８日、午前１０時～、金剛図

書館へ）。詳しくは、各図書館へお問い

合わせください。

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

ひとり居の記　　　　　　　　川本　三郎

おはなし会

①中央図書館　３月１３日、２７日

②金剛図書館　３月１９日、４月２日

③喜志分室　３月２７日

※①は午前１０時３０分～１１時、②③は午後３

時～３時３０分に開催。

じゅうたんコーナーでのよみきかせ

中央図書館　３月６日、４月３日、午

前１０時３０分～１１時

金剛図書館　３月１２日、２６日、午後３

時～３時３０分

あかちゃんの おはなし会

中央図書館　３月１８日、①午前１０時１０分

～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　３月１０日、③午前１０時１０分

～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０分、１７日

、⑤午前１０時１０分～１０時４０分、⑥午前１１

時～１１時３０分　

※金剛図書館では、午前１０時４０分～１１時に、

保健師による子どもの育ちについてのお話

もあります。

※①③④は６カ月～１歳未満の乳児と保護

者対象、②⑤⑥は１歳児と保護者対象（先

着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

自動車文庫「つつじ号」巡回日程

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ



28年度けあぱる講座受講生
募集

① 篆隷 書・ 篆刻 講座
てんれい てんこく

　「篆書」や「隷書」といった字体を学

び、石などに名前や雅号、詩句など、

いろいろな文字を彫る初心者向けの講

座です。

とき　４月１日～２９年３月１６日の第１

金曜日と第３木曜日（４月２１日と２９

年１月６日は除く）、午後１時～３時

ごろ（全２２回）

定員　１０人　

受講料　２万６０００円（別途道具・材料

代実費）

②けあぱる絵手紙講座　

　簡単で、とっても楽しい絵手紙の世

界を一緒に学んでみませんか。

とき　４月１４日～２９年３月９日の毎月

第２木曜日、午後１時～３時ごろ（全

１２回）

定員　５人　

受講料　２万円（別途道具代実費）

申し込み　いずれも３月８日、午前

９時～、けあぱるへ（申し込み先着順、

電話申し込み不可）　

※いずれも３月６日、午前７時～、

けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

各５人、申し込み先着順）。

※３月１５日以降は電話でも受け付け

ます。

介護予防健康教室～足から笑
う健康作り！笑いヨガ～

　笑いの体操とヨガの呼吸法を合わせ

た「笑いヨガ」は酵素をたくさん取り

入れることができ、健康と活力が実感

できるヨガです。この機会にぜひ、体

験してみませんか。

とき　３月２２日、午前１０時３０分～正

午（午前１０時～受け付け）

ところ　レインボーホール（市民会館）

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　８００円　

持ち物　飲み物　

※運動できる服装で参加してください。

申し込み　３月６日～、レインボー

ホールへ（電話申し込み可）　

参加費　各５０００円（別途テキスト代実費）

持ち物　ノートパソコン　（①持って

いる人はウィンドウズ１０が搭載された

パソコン、②オフィス２０１３または２０１０

が搭載されたパソコン）

申し込み　いずれも３月８日、午前

９時～、けあぱるへ（電話申し込み不可）

※いずれも３月６日、午前７時～、

けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

各５人、申し込み先着順）。

※３月１５日以降は電話でも受け付け

ます。

２５

  

けあぱるパソコン講座

①ウィンドウズ10の基礎を学びま

しょう

とき　４月１４日、２１日、２８日、

午前１０時～正午（全３回）

②ワード、エクセルの基礎を学びま

しょう

とき　５月１２日、１９日、２６日、

午前１０時～正午（全３回）

③フォトムービーを作りましょう

とき　６月１６日、２３日、３０日、

午前１０時～正午（全３回）

ところ　けあぱる　

定員　各３人（申し込み先着順）　

 カルチャー
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２６

個別指導のパソコン講座

とき　毎週月・木・土曜日、①午前９

時３０分～１０時４５分、②午前１１時～午後

０時１５分、希望日・時間帯を予約でき

ます（各７５分）

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

内容　パソコン入門、ワード、エクセ

ル、デジタルカメラ（取り込み、編集）、

タブレット

定員　各８人（申し込み先着順）

受講料　４回券４８００円、６回券６６００円、

８回券８０００円（別途テキスト代実費、

無料貸し出しもあり）

申し込み　３月７日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９・Ｅメールoffice@

kinkiweb.net〕へ

  

ボーイスカウト体験入隊

　自然いっぱいのキャンプ場で、ター

ザンごっこなどをして一緒に遊ぼう。

とき　４月１０日、午前９時～正午　

ところ　市立青少年教育キャンプ場

対象者　幼稚園年長～小学校低学年の

男女　

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　３月６日～、北　幹雄さ

ん（日本ボーイスカウト富田林第１団

カブスカウト隊）〔０９０(３２８８)５３３１〕

へ

 カルチャー 市こ連加盟登録こども会募集

　市こども会育成連絡協議会では、２８

年度の加盟登録こども会を募集してい

ます。同協議会は、地域こども会活動

の運営に役立つ事業を実施したり、情

報を提供したりしています。

　また、こども会活動中の事故に対す

る保険（安全共済会）も取り扱ってい

ます。２８年度の加盟登録と安全共済会

加入を次のとおり受け付けます。

対象者　市内で活動している子ども会

登録分担金　１団体年額＝２０００円

安全共済会費　１人年額＝府こ連２５０

円、全子連７０円　

※全子連のみの加入はできません。

申し込み　４月１日～、午前９時～

午後５時３０分（土・日曜日、祝日を除

く）に登録分担金と安全共済会費を持

参し、社会教育課（青少年センター）へ

※ただし、３月２７日のみ、午前９時

～正午まで受け付けします。

とんだばやし国際交流協会　
多文化理解のための語学講座

とき・内容など　

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会

定員　各１３人（申 し込み先着順）

申し込み　３月７日～、同協会

〔・(２４)２６２２〕へ　

※受講料は１カ月当たりで、同協会会

員以外の人は別途１０００円が必要です。



２７

第65回市民文化祭芸能フェ
スティバル「おもてなし美の
 饗 
きょう

 宴 」  　　   
えん

とき　３月２３日～２７日、午前１０時

～午後６時（２７日は午後４時まで）

ところ　すばるホール３階展示室ほか

内容　日本画、洋画、彫刻、書、写真、

華、茶席　

※第１９回市美術協会展と同時開催。

※茶席は２６日、２７日、午前１０時～

午後２時３０分。

入場料　無料

問い合わせ　植木さん〔(２３)４６０４〕

第66回市民文化祭参加者募集

①市民民謡大会

とき　６月１９日

対象者　市内在住・在勤で５人以上の

団体　

定員　１０団体

②ダンスフェスティバル

とき　７月３日

対象者　主に市内で活動している５人

以上５０人以下の団体（市外で活動して

いる場合でも市内在住の人が過半数の

団体は可）　

定員　７団体

ところ　すばるホール

申し込み　いずれもすばるホールに備

え付けの申込書に記入し、①は３月６

日～１３日まで、②は３月１３日～

２１日まで（いずれも休館日を除く午

前９時～午後５時）にすばるホールへ

（申し込み多数の場合抽選）　

※②は３月２７日、午前１１時～、すば

るホールで抽選会と説明会を実施しま

す。

楽食楽まちじないまち

●ごちそう蔵カフェ

　ＮＨＫ朝の連続テレビ小説『ごちそ

うさん』『マッサン』『あさが来た』の料

理指導なども務める、ごちそうプロ

デューサーの広里　貴子さんによる大

阪産の食材を使った「ごちそうカフェ」

を開設します。大阪の地酒や日本酒に

も合う「特別ひなめぐり弁当」、野菜

たっぷりの 粕 汁をご用意しています。
かす

とき　３月１２日、正午～午後４時

ところ　「万里春酒造」元酒蔵（富田林

町）　入場料　無料（当日、直接会場へ）

※ただし料理は有料、お酒の提供は２０

歳以上の人に限ります。

※当日は、「麹」を使った料理について

学ぶワークショップも開催します（午

後２時３０分～、定員３０人、申し込み方

法など詳しくはお問い合わせください）。

●英語で 雛 めぐりモニターツアー
ひな

　寺内町の町並みを通して、日本の暮

らしや文化、歴史を海外の人にも紹介

してみたいと思う人や、国際交流に興

味がある人を対象に、雛めぐり開催中

の寺内町を英語で案内するモニターツ

アーを開催します。普段は未公開の仲

村家住宅での食事付きです。

とき　３月１３日、午前１０時～午後１

時３０分

ところ　富田林寺内町および仲村家住

宅　定員　１５人

※申し込み方法など詳しくはお問い合

わせください。　

参加費　８００円（昼食代）

問い合わせ　㈱インプリ―ジョン内農

と食と観光まちづくり推進協議会事務

局〔０６(６６２４)８５５５〕（午前１０時～午後

６時）

  

とんプラグドＬＩＶＥ！       
～ポップスの記憶 in 富田林～

　「とんかつ（富田林生活）＋アンプラ

グド（電気楽器をできるだけ使用しな

い演奏）＝とんプラグド」をテーマに

公民館の新しいライブシリーズ第一弾

として、腕利きのミュージシャンによ

るポップス・ロックナイトを開催しま

す。

とき　３月１２日、午後６時３０分～８

時３０分（午後６時～開場）

ところ　中央公民館

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

出演　東郷　誠さん（シンガーソング

ライター）ほか

問い合わせ　中央公民館

富田林アレコレまち歩き倶楽部

　富田林のアレやコレをまち歩きしな

がら探索し、新しい魅力を発見しま

す。今回は、錦織地区を参加者の目線

で歩き、発見したことを皆さんで発表

します。

とき　３月２７日、午後１時３０分～午

後４時ごろ

ところ　近鉄長野線「滝谷不動駅」改

札前集合、錦織公園解散

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　３００円（資料代含む、お土産付

き）　

持ち物　筆記用具、デジタルカメラま

たはスマートフォン、飲み物

申し込み　３月６日～、きらめき

ファクトリーへ（電話申し込み可）

  イベント

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。
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２８

  

寺内町を撮影した写真作品の
募集

　（一社） 露  香 会では、寺内町をテーマ
ろ こう

に撮影した写真作品を次のとおり募集

します。受賞作品は、６月１１日に開

催予定の第６回「 石上 　露子生誕祭」
いそのかみ

で表彰されます。

募集作品　四つ切り（ワイド不可）ま

たはＡ４サイズでプリントしたものに

作品名、撮影場所を添付。白黒、カ

ラー、組写真（５枚以内）いずれも可。

※未発表作品に限ります。

※応募作品を５月３１日～６月１２日

まで寺内町センターに展示します。

申し込み　５月１０日（消印有効）ま

でに住所、氏名、年齢、電話番号を明

記し、５８４-００９３本町９の８　ギャラ

リー彩内（一社）露香会ＰＣ係〔(２６)

２７７１〕へ

人権啓発講演会                    
「子どもの貧困の正しい理解
と地域にできること」

　生活苦なども背景に、家族で食卓を

囲む機会の少ない子どもたちに、温か

い食事と安心できる居場所を提供して

いる羽曳野市の市民グループ「ハビキ

ノチルドレンズサポートネットワー

ク」の取り組みについて学びます。

とき　３月１６日、午後７時～９時

ところ　人権文化センター

定員　８０人（当日、直接会場へ）

講師　仲野　浩司郎さん（同ネット

ワーク）

問い合わせ　市人権協議会〔(２４)３７００〕

  イベント 人権文化センター                 
「早春イベント」

　同センターでは陶芸・手芸教室など

の講座やハイキング、親子料理教室な

どを実施し、多くの皆さんが参加して

います。その発表の場として、次のと

おり講座生作品展を開催します。

とき　３月１０日～１２日、午前９時

～午後８時（１２日は午後５時まで）

ところ　人権文化センター（車での来

場はご遠慮ください）

《講座作品展》　講座生が作った手芸、

ペン習字、陶芸、七宝焼などの作品や

パソコン・健康体操・万歩・料理教室など

の様子を撮った写真を展示します。

《人権パネル展》　　「認知症を正しく

理解するために」を展示します。

《直径1.3ミリの盆栽を展示》　本市

在住の千嶋　満雄さんが作った「極小

豆盆栽」や世界最小の「極小鉢」を展

示します。

参加費　無料（いずれも当日、直接会

場へ）

問い合わせ　人権文化センター

人権を考える市民の集いシ
リーズⅡ

　日本アドラー心理学会顧問の岸見　

一郎さんを講師に迎え、「子どもと大人

がより良い関係を築くために～アド

ラー心理学から考える～」をテーマに

お話しいただきます。

とき　３月１８日、午後１時３０分～４時

ところ　市消防本部

定員　５０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　３月７日～、市人権教

育・啓発推進センター〔(２０)０２８５〕へ

サバーファームだより

　大好評の「イチゴ狩り」を実施して

います。甘くて、おいしい、真っ赤な

イチゴを味わってみませんか。

※生育状況により実施できない日があ

りますので、前日にお問い合わせくだ

さい。

●イチゴ大福作り　

とき　３月６日、１２日、１３日、

１９日、２０日、２６日、２７日、４

月２日、３日、午前１０時３０分～正

午、午後０時３０分～２時、午後２時２０

分～３時３０分

定員　各２０人　参加費　７００円

●トマト植え付け体験

とき　３月１２日、１３日、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

●サトイモ植え付け体験

とき　４月３日、午前１０時３０分～正

午

定員　３０人　参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



⑮ライトヨガ　４月２１日～６月３０日の

木曜日、午後２時３０分～３時３０分

※いずれも祝日は除く。

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　高校生以上の人

定員　各１５人（ただし、③⑦⑩は各２０

人、⑪は１０人）　

参加費　各５０００円　

※施設利用料は別途必要です。  

申し込み　３月９日、午前９時～、

ウエルネスけあぱるへ　

※いずれも申し込み先着順。

府障がい者スポーツ大会

とき　５月１５日、２１日、２２日、

２８日、２９日、午前８時３０分ごろ～

ところ　万博記念競技場（吹田市）、府

立門真スポーツセンター（門真市）ほか

種目　陸上、水泳、卓球、アーチェリー、

ボウリング、フライングディスク

対象者　身体・知的障がい者で手帳所

持者　

参加費　無料

申し込み　３月１８日までに障がい福

祉課（内線１９２）へ

居合道体験会

　日本固有の古武道である居合道を通

じて、心身をともに成長させてみませ

んか。

とき　４月３日、午前９時３０分～１１

時３０分

ところ　市民総合体育館２階剣道場

内容　居合演武の見学、居合道の体験

※運動できる服装で参加してください。

定員　３０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　 靏  田 さん（霞居合会）
つる た

〔０９０(５３６９)８５７４〕

  

健康づくり教室（10回）

《水泳の部》

①はじめてスイミング　４月１９日～６

月２８日の火曜日、午後１時～２時

②スイムトレーニング　４月１９日～６

月２８日の火曜日、午後２時３０分～３時

３０分

③アクアビクス　４月２０日～６月２９日

の水曜日、午前１１時～正午

④４泳法チャレンジ　４月２０日～６月

２９日の水曜日、午後１時３０分～２時３０分

⑤クロールからのステップアップ　４

月２０日～６月２９日の水曜日、午後３時

～４時

⑥クロール入門　４月２１日～６月３０日

の木曜日、午後１時～２時

⑦水中ウォーキング　４月２１日～６月

３０日の木曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑧平泳ぎプラス　４月１５日～６月２４日

の金曜日、午後１時～２時

⑨リラックススイミング　４月１５日～

６月２４日の金曜日、午後２時３０分～３

時３０分

⑩アクアトレーニング　４月１６日～６

月２５日の土曜日（４月３０日は除く）、午

後２時～３時

《陸上の部》

⑪バランスボール　４月１９日～６月２８

日の火曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑫フラダンス　４月２１日～６月３０日の

木曜日、午前９時４５分～１０時４５分

⑬ピラティス　４月２１日～６月３０日の

木曜日、午前１１時～正午

⑭ヨガ　４月２１日～６月３０日の木曜

日、午後１時～２時

  スポーツ

２９

カーリンコン初心者体験教室

　赤と緑のディスクをポイントに向

かって互いに投げ合い、どちらがポイ

ントに近づいているかを競うスポーツ

「カーリンコン」を体験してみません

か。

とき　３月６日、午前９時３０分～１１

時３０分

ところ　青少年スポーツホール

対象者　市内在住で５０歳以上の人

定員　２０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

持ち物　上靴、飲み物　※運動のでき

る服装で参加してください。　

問い合わせ　中島さん〔０９０(７３６３)

８２１１〕

３月・４月の　　　　　　　 
東公民館ホール一般開放

利用内容と貸出遊具　卓球、バドミン

トン、フリーテニス、輪投げ、インディ

アカ、カラーボール

とき　３月６日～５月１日の毎週日曜

日（３月２０日は除く）、いずれも午前

９時～午後５時

使用料　無料　

持ち物　上靴　

問い合わせ　東公民館

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

キッズチアダンス教室

とき・対象者　４月からの毎週月曜日

の部、金曜日の部、①午後３時～３時

５０分＝３・４歳、②午後４時１０分～５

時＝５・６歳（い

ずれも月４回）

ところ　青少年

スポーツホール

定員　①６人、

②１０人（申し込

み先着順）　

参加費　１カ月３０００円

持ち物　タオル、上靴、飲み物　※運

動のできる服装で参加してください。

申し込み　３月７日、午前１０時～、

参加費を添えて青少年スポーツホール

へ（電話申し込み不可）

３０



春のペアテニス

とき　①４月１日、午前１１時～午後

０時２０分、②２日、午前９時３０分～

１０時５０分、③午前１１時～午後０時２０分、

④午後０時４０分～２時、⑤３日、午

前９時３０分～１０時５０分、⑥午前１１時～

午後０時２０分、⑦午後０時４０分～２時

ところ　総合スポーツ公園

対象者　①③⑥４～８歳のペア、９～

１５歳のペア、②⑤４～８歳のペア、④

⑦９～１５歳のペア　

※いずれも対象年齢の子どもと親のペ

アでも参加可。　

※友達同士での参加は９歳以上、８歳

以下の子どもが参加する場合は保護者

が同伴してください。　

定員　各１０組（申し込み先着順）

参加費　１組２０００円（３人目から１人

につき１０００円追加）

申し込み　３月７日、午前９時～、

総合スポーツ公園へ（電話申し込み可）

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

ベビーヨガ教室

とき　３月１４日、２８日、４月１１日

、２５日、午後１時３０分～２時３０分

ところ　市民総合体育館

対象者　２カ月～１歳６カ月の乳幼児

と保護者　

定員　各２０組（申し込み先着順）　

参加費　１４００円（月２回）

持ち物　飲み物、タオル、バスタオル

※ヨガマットは無料で貸し出ししま

す。

申し込み　休館日を除く午前９時～午

後９時に、市民総合体育館で随時受け

付け（電話申し込み不可）

チャイルドジム無料体験会

とき　３月１０日～３１日の毎週木曜日と

金曜日、①午後４時４０分～５時３０分、

②午後５時４０分～６時３０分のいずれか

１回

ところ　市民総合体育館

内容　マット・跳び箱・鉄棒・総合運

動など学校体育に必要な種目の習得

対象者　①ジュニア２＝平成２１年４月

２日生まれの幼児～小学２年生、②

ジュニア３＝小学２～４年生

定員　各３人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　タオル、飲み物、上靴　

※運動のできる服装で参加してくださ

い。

申し込み　３月６日、午前９時～、

市民総合体育館へ（電話申し込み可）

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　休みません

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　休みません

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　休みません

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　３/７、１４、２１、２８、４/４

　※３/２０（春分の日）は開館します。

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　３/７、１４、２０、２１、２８、４/４

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　３/６、１３、２０、２１、２７、４/３

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　３/６、１３、２０、２１、２７、４/３

●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451

　３/７、１４、２１、２８、４/４

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　３/７、１４、２８、４/４

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　３/２、９、１６、２３、３０

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　３/５、６、１２、１３、１９～２１、２６、２７、　

　４/２、３

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　３/２０、２１　

　※毎週木曜日は浴場の利用はできません。

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　３/２０、２１

　※毎週月曜日と３/５は浴場の利用はで

　きません。

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　３/７、１４、２１、２８、４/４

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　３/７、１４、２２、２８、４/４

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　３/７、１４、２２、２８、４/４

●きらめきファクトリー（観光交流施設 ） (24) 5500

　休みません

●消防本部　　　　　　　  (23) 0119

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119

　消防災害情報案内 0180 (99) 7299

●防災情報音声案内サービス(防災無線音声確認)

                             0800 (805) 5653
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きらめきファクトリーイベンきらめきファクトリーイベントト

　江戸末期から明治初期のものと思われるひ江戸末期から明治初期のものと思われるひなな

人形を特別展示しています人形を特別展示しています。。

　お内裏さま、お雛お内裏さま、お雛ささ

ま、右大臣、左大臣ま、右大臣、左大臣のの

４体が御殿に納め４体が御殿に納めらら

れ、鳥などれ、鳥などのの刺 刺 
しし

繍 繍 が施が施
しゅしゅうう

された十された十二二単 単 や凝ったや凝った
ひとひとええ

細工の冠などが200細工の冠などが200年年

の古さを物語っていますの古さを物語っています。。

とと　きき 3月21日まで（午前１０時～午後５時　3月21日まで（午前１０時～午後５時、、

月曜日休館、ただし、２１日は開館します月曜日休館、ただし、２１日は開館します））

とこところろ 重要文化財旧杉山家住　重要文化財旧杉山家住宅宅

入場入場料料 ４００円（６～１６歳未満は２００円　４００円（６～１６歳未満は２００円））

問い合わ問い合わせせ　文化財課（内線508文化財課（内線508））

■■雛雛人人形形写写真真展展「「ＦＦＯＯＣＣＵＵＳＳ」」

とと　きき ３月５日～１３日　３月５日～１３日、、

午前１０時～午後６午前１０時～午後６時時

とこところろ きらめきファクトリ　きらめきファクトリーー

２階２階　入場入場料料 無　無料料

■■おお雛雛ささままポポスストトカカーードド作作りり

とと　きき ３月６日、正午～　３月６日、正午～午午

後５時３０分（所要時間３０分程度後５時３０分（所要時間３０分程度））

とこところろ きらめきファクトリ　きらめきファクトリーー

２階２階　参加参加費費 無　無料料

※※申し込み方法な申し込み方法などど、、詳しくは詳しくは

お問い合わせくださいお問い合わせください。。

問い合わ問い合わせせ　きらめきファクきらめきファクトト

リリーー〔〔(２４(２４))５５００５５００〕〕

●●雛雛めめぐぐりりススイイーーツツフフェェススタタ

①お菓子の販①お菓子の販売売

とと　きき　3月１２日、１３日、午前１１時3月１２日、１３日、午前１１時～～

午午後４後４時時

とこところろ　きらめきファクトリーきらめきファクトリー横横

②お菓子作り体験ワークショッ②お菓子作り体験ワークショッププ

とと　きき　3月１２日、１３日3月１２日、１３日、、午前１１時～、午前１１時～、

午後１時～、午後３時午後１時～、午後３時～～

とこところろ　きらめきファクトリー２きらめきファクトリー２階階

定定　員員 各１０人（申し込み先着順　各１０人（申し込み先着順））

参加参加費費 無　無料料

申し込申し込みみ　①①は当日直接会場へは当日直接会場へ、、

②②はは３月６日～、きらめきファク３月６日～、きらめきファクトト

リリーー〔〔(２４(２４))５５０５５００〕０〕へへ

重要文化財旧杉山家住宅ひな人形展重要文化財旧杉山家住宅ひな人形展示示
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